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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１０個の歯部もしくは１０の倍数個の歯部を備えた１位数表示器ランナと、４個の歯部
もしくは４の倍数個の歯部を備えた１０位数表示器ランナと、前記１位数表示器ランナの
１０進程毎に前記１０位数表示器ランナを１進程だけ進めるべく前記１位数表示器ランナ
および１０位数表示器ランナを接続する変速器と、当該時計の表示器ギヤ列に接続されて
前記１位数表示器ランナを駆動する駆動ランナと、を備えた時計用日付機構において、
　”１”から”２”に進むための前記１位数表示器ランナの一個の歯部は補助ランナの歯
部であり、
　該補助ランナの回転スピンドルは前記１位数表示器ランナに固定されると共に、前記補
助ランナは、前記１０位数表示器ランナの歯部と、該１０位数表示器ランナと同軸的に該
１０位数表示器ランナに固定されたカムと、に対して交互的に係合可能であり、
　該カムは、
　一方では、前記補助ランナを角度的に不動化する少なくともひとつの部分と、
　他方では、少なくともひとつの切欠であって、該切欠の位置は前記補助ランナが前記１
位数表示器ランナを駆動せずに前記１０位数表示器ランナを”３１”と”０１”との間で
１進程だけ駆動するのを許容すべく選択された少なくともひとつの切欠と、
　を備える、時計用日付機構。
【請求項２】
　前記１位数表示器ランナおよび前記１０位数表示器ランナは同心的であると共に各々が
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表示ディスクを担持し、日付用数字を担持する該２個のディスクの各表面は共面的である
、請求項１記載の日付機構。
【請求項３】
　前記ランナの全ては中央回転軸心を備えた歯部形成円形部材である、請求項１記載の日
付機構。
【請求項４】
　前記カムに対する前記補助ランナの擦過表面は、該補助ランナの各歯部に結合された枢
動ローラから成る、請求項１記載の日付機構。
【請求項５】
　前記補助ランナは１位数用ホィールに形成されたハウジング内に少なくとも部分的に収
容される、請求項１記載の日付機構。
【請求項６】
　１０位数字および１位数字は単一窓内に出現する、請求項１記載の日付機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この時計用日付機構は、１０個の歯部もしくは１０の倍数個の歯部を備えた１位数表示器
ランナと、４個の歯部もしくは４の倍数個の歯部を備えた１０位数表示器ランナと、上記
１位数表示器ランナの１０進程（ｓｔｅｐ）毎に上記１０位数表示器ランナを１進程だけ
進ませるべく上記１位数表示器ランナおよび１０位数表示器ランナを接続する変速器と、
当該時計の表示器ギヤ列に接続されて上記１位数表示器ランナを駆動する駆動ランナとを
備える。
【０００２】
【従来の技術】
特に腕時計などの時計の窓に表示される日付は、多くのユーザに対して小さすぎることが
多い。この不都合を克服するためには、光学的拡大手段を使用し、または、１位数および
１０位数の数字が分布された表示ディスクの円周の１／３１の角度部分によりこれらの数
字の大きさが左右されない様にこれらの数字を別個の表示ランナ上に分布することで、各
数字が相当程度まで大寸化されるのを許容することが可能である。
【０００３】
而して、表示された日付の数字の拡大を許容する機構には約４通りの別個の形式が在る。
第１の形式は、公報ＣＨ　３１０５５９、ＥＰ　５２９１９１、ＣＨ　６８８６７１およ
びＥＰ　１０７０９９６に示されている。これらは、一方が１０位数に対し且つ他方が１
位数に対する２個のディスクで形成された機構である。これらのディスクは共軸的に又は
一方を他方上に配置して、ジャンパにより割り出される３１位置ホィールを備えた起動デ
バイスに対して重畳される。この３１位置ホィールは別の２個のホィールを担持し、一方
のホィールは３０個の歯部により１位数を駆動すると共に第３１番目は対応するスペース
により置換され、１０位数を駆動する他方のホィールは３１歯ホィールと同一の直径の円
周上に分布された正に４個の歯部を有している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
この形式の機構は、幾つかの不都合を有する。すなわち、これらの表示ディスクの各縁部
間の三日月形（ｃｒｅｓｃｅｎｔ）のスペースが見えない様に各表示ディスクは並置され
ると共に相対的に離間された２個の別体の窓が必要とされるか、または、これらのディス
クは重畳されて１０位数および１位数の数字が２つの異なる高低平面（ｌｅｖｅｌ）にお
いて現れることで美しくなくなり且つ読み取りにくくなる。
【０００５】
またこの形式の機構は３個のジャンパを有するが、このことは、日付を駆動すべく比較的
に大きなトルクが必要されるのに対応して、脱進機（ｅｓｃａｐｅｍｅｎｔ）に伝達され
るトルクが減少されることを意味する。
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更に、駆動デバイスが３１歯ランナを有する場合、これは相当の面積を占有する。
【０００６】
ＣＨ　３２４２７０、ＦＲ　２２４０４７４およびＣＨ　６８９６０１に記述された第２
の形式の機構においては、１位数ディスクのみが駆動されると共に該ディスクは１０進程
毎に１０位数表示器を駆動するフィンガを担持することが提案されている。
このシステムによる不都合は、それが無いと月末毎に相当の補正が必要なので３１位置の
１位数ディスクを有すべきことである。
【０００７】
この１位数ディスクは通常の日付ディスクと同じ様に大寸とされねばならず、且つ、この
ことにも関わらずに数字のサイズは限定されてしまう。このシステムは、６時もしくは正
午の位置に日付が配置されることを必要とする。これは何故かと言えば、もし各数字が比
較的に大寸であることが望まれるならば各数字は径方向に配向される必要があり、このこ
とは、各数字が３時に配置された窓を通して出現するならば各数字は横倒しとなることを
意味するからである。最後に、この場合にも各ディスクは重畳される。
【０００８】
ＤＥ　２９７０２７４９　Ｕ１は重畳された２個のディスクを備えた非常に簡素なディス
プレイを提案しており、その内の上側ディスクは、１～１５の日付と、１５日から１日を
分離する１個の日付の角度的スペースに等しいスペースとを備え、該スペースには、１６
～３１の日付を担持する下側ディスクを露出するために窓が貫通形成される。これらの２
つのディスクは、上側ディスクが１６進程だけ起動されてから、該上側ディスクの上記窓
を介して自身の数字が見える上記下側ディスクが連続して起動される。
【０００９】
その制御機構は比較的に複雑であると共に、ディスプレイは２つの高低平面に在るので上
記の不都合がある。
最後の形式の機構は、ＣＨ　５７８２０２およびＣＨ　６９０５１５により示される。こ
れはマルタ十字（Ｍａｌｔｅｓｅ　ｃｒｏｓｓ）およびレバーにより制御される２個のデ
ィスクを用いるので、該機構は比較的に調節が困難とされる。
【００１０】
本発明の目的は、上記の各解決策の欠点を少なくとも部分的に解決するに在る。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
この目的の為に、本発明の主題は請求項１に権利請求された如き時計用日付機構である。
この機構は幾つかの利点を有するが、特に、部品点数が少なく、レバーが無く、１０日毎
のみに協働する２個のジャンパのみが存在することでムーブメント（ｍｏｖｅｍｅｎｔ）
からのエネルギの損失を減少することが挙げられる。
【００１２】
該機構により占有されるスペースは特に表面積に関して小さい、と言うのも、３１歯駆動
ホィールを用いないからである。
上記機構の全ての構成要素は、極めて良好な表面仕上げを以て非常に精密な形状寸法を獲
得することで該機構における力の伝達の極めて良好な効率を保証し得るという製造プロセ
スである生成切断（ｃｕｔｔｉｎｇ　ｂｙ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）により作成され得る
。
【００１３】
これにより、選択肢として特に夜の１２時頃に日付補正が為される場合に大きな利点を呈
し得るという中央回転軸心を備えた複数の歯部形成円形部材により全体が作成された機構
を得ることができる。その場合に上記日付機構は、レバー形式のシステムでは生じ得る損
傷もしくはジャミングの一切のリスクなしで、これらの歯部形成部材を両回転方向に移動
し得る。
【００１４】
　好適には上記１位数表示器ランナおよび１０位数表示器ランナは夫々同心的で共面的な
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ディスクから成るが、このことは、隠される必要が無い様にこれらの２個のディスク間の
スペースが小さく且つ一定幅とされ得るので１位数字および１０位数字が単一窓内に表示
され得ることを意味する。
【００１５】
上記機構は部品点数が少ないので小体積であることを念頭に置くと、該機構は全体的に１
位数表示ディスクおよび１０位数表示ディスクの下方に好適に載置され得る。
【００１６】
好適には、上記１位数ディスクは１０個のみの数字を有し得る。特にこの１位数ディスク
がムーブメントの中心と同軸的であれば、習用の３１日ディスクのサイズよりも非常に大
きなサイズの数字を担持するとしても、該１位数ディスクは小寸サイズとされ得る。
【００１７】
他の利点は、以下の記述中で明らかとなろう。本明細書の添付図面は、本発明の主題であ
る時計用日付機構の一実施例および代替的形態を概略的にかつ例示的に示している。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１に示された日付機構は２つのディスクすなわち、１位数の表示が企図された１０個の
数字もしくは１０の倍数個の数字を担持する１位数ディスク１、および、１０位数の表示
が企図された４個の数字もしくは４の倍数個の数字を担持する１０位数ディスク２を備え
る。１０位数ディスク２上の数字”０”は、省略されて空欄により置き換えられ得る。２
個のディスク１および２は同心的であると共に、１位数および１０位数の数字が単一窓５
を通して表示されるのを許容する。
【００１９】
１位数ディスク１は、１０個のもしくは１０の倍数個の歯部を有する１位数用歯車３に固
定される。１０位数ディスク２は、４個のもしくは４の倍数個の歯部を有する１０位数用
ピニオン４（図２）に固定される。１０位数用ピニオン４および１位数用ホィール３は同
心的であり、ピニオン４は１位数用ホィール３の中央に形成された円形切欠に部分的に収
容されている。図６から理解され得る様に、日付用数字を担持する２個のディスク１、２
の表面は共面的である。
【００２０】
１位数用ホィール３は、２４時間に１回転の割合でカレンダ・ホィール７を駆動する中間
ホィールを介して、（不図示の）時間表示器ギヤ列の時間用ホィールであって２４時間に
２回転する時間用ホィールに接続される。このカレンダ・ホィール７は、２４時間毎に１
進程だけ１位数用ホィール３を駆動する日付フィンガ８を担持する。
【００２１】
当該時計の取付プレートに固定された突出軸１０ａにより担持された中間ホィール１０は
、１０位数用ピニオン４と噛合する。この中間ホィール１０は１位数用ホィール３により
担持されたピン９の経路中に位置することから、中間ホィール１０は１位数用ホィール３
の１回転毎に１進程だけ駆動されると共に、中間ホィール１０自体は１０位数用ピニオン
４を１進程だけ駆動する。１０位数用ピニオン４の駆動は、”９”から”０”への１位数
ディスク１の移動と一致する。
【００２２】
”３１”の後で”０１”に再到達するまで”３２”、”３３”などを１個ずつ通過するこ
とにより相当な補正を実施するのを回避すべく１位数用ホィール３は月末ピニオン１２か
ら成る補助ランナを担持するが、月末ピニオン１２の１個の歯部は、１０位数用ピニオン
４に固定されたカム１５により１位数用ホィール３の中空歯部１１の所定位置に位置決め
される。月末ピニオン１２の各歯部は、二重枢動ローラ１４に結合される。これらのロー
ラ１４はカム１５の高さに位置することから、これらのローラ１４はカム１５に沿って転
動し、故に、このカム１５と月末ピニオン１２との間の摩擦を最小限まで減少する。
【００２３】
カム１５は、１０位数ディスク２上の数字”３”から数字”０”までの移動に対応すべく
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１０位数用ピニオン４の２個の歯部の間に載置された切欠１５ａを有する。このカム１５
ならびにその切欠１５ａの故に、該カム１５の該切欠１５ａに対応する”３１”から”０
１”への進行の間を除き１０位数が変化する間に生ずる如くカム１５の一部がローラ１４
の一部と交差する限りにおいて、１０位数字が変化するときに上記月末ピニオンは１位数
用ホィール３に関して角度的に不動化されるが、このことは、この場合には１位数用ホィ
ール３が不動のままで月末ピニオン１２が１進程だけ回転し得ることを意味する。この結
果、１０位数ディスクは”３”から”０”へと進行する一方で、１位数ディスクは、日付
”３１”および”０１”に対する１位数字に対応する数字”１”に留まる。
【００２４】
２個の位置決めジャンパ１６および１７は、一方が１位数用ホィール３と且つ他方が１０
位数用ピニオン４と協働する。各図から理解され得る如く、１位数用ホィール３の更に太
いジャンパ１６は、ジャンパ１７よりも大きなトルクを発揮し得る。これにより、”３１
”と”０１”との間において１０位数ディスクが”３”から”０”へと進行するときに、
１位数用ホィール３は不動に保持され得る。
【００２５】
図３は、１位数ディスク１および１０位数ディスク２が”３０”を表示しているとき、す
なわち、１位数用ホィール３上に載置された矢印の方向へと回転している該１位数用ホィ
ール３に固定されたピン９により中間ホィール１０および１０位数用ピニオン４が夫々の
矢印の方向において正に１進程だけ前進されて図２の位置から図３の位置へと進行される
ときの、上記日付機構を示している。
【００２６】
図４は、２個のディスク１、２が”３１”を表示しているときの上記日付機構の各ランナ
の位置を示している。この位置において月末ピニオン１２のローラ１４ａはカム１５の凹
所１５ａに臨むことは理解され得る。故に図４の位置から図５の位置へと進行する際、日
付フィンガ８は月末ピニオン１２を１進程だけ回転させ得る。このピニオンは、もはやカ
ム１５により不動化されないので、１位数用ホィール３は不動のままとなる。この月末ピ
ニオンおよびカム１５により、日付は”３１”から”０１”へと直接的に進み得る。
【００２７】
理解され得る如く、１位数および１０位数が２個の別個のディスクにより表示されるとい
う上記日付機構は此処までは日付用数字を大寸化し得るという本質的に単一の目標を有し
ていたが、本発明はこの形式の機構から補正を減少するという別の利益を獲得し得ること
を示し得る。実際に上記の記述からは、該表示システムによれば１位数ディスクを移動さ
せずに１０位数ディスクのみを進行させて”３１”から”０１”へと進ませ得ることが理
解され得る。
【００２８】
図７乃至図１１は、此処まで記述された上記日付機構の該特徴が、２個のディスクの一方
もしくは両方が２４時間で１進程より多く同時には移動せずに日付ディスプレイが次の年
の０２月２８日もしくは２９日（２８もしくは２９．０２）から０３月０１日（０１．０
３）へと完全に自動的に進行するという新規な概念に基づき通年日付（ａｎｎｕａｌ　ｄ
ａｔｅ）を獲得する上で如何にして好適に利用され得るかを示している。先に見られた様
に前述の基本機構に依れば、１０位数ディスクのみを１進程だけ変化させ且つ１位数ディ
スク１は不動のまま保持することで”３１”から”０１”への移動がすでに許容されてい
る。次に必要なことの全ては、２個のディスクを同時に１進程だけ動かして”３０”から
”０１”へと進める手段を見つけることであり、そうすれば、この精巧な日付変更方法を
実現し得ると共に先に列挙された全ての利点を有し得る非常に簡素な通年日付を得ること
になる。
【００２９】
この成果は、１位数用ホィール３に対してはクロック・ムーブメントを毎日接続する動力
伝達系路であって、１０位数用ピニオン４に対しては１位数用ホィール３に固定されたペ
グ９と中間ホィール１０とを介して１位数用ホィール３の１０進程毎にクロック・ムーブ
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メントを接続する動力伝達系路に加え、上記クロック・ムーブメントを１０位数用ピニオ
ン４に対しては直接的に接続する通年動力伝達系路であって１位数用ホィール３と同時に
１０位数用ピニオン４を１進程だけ駆動して３０日月の末に”３０”から”０１”へと進
めるべくプログラムされた通年動力伝達系路を形成する段階を備えた方法により達成され
る。この日付機構は、該日付機構が通年動力伝達系路を形成し得る通年ホィール１８を備
えると共に日付フィンガ８は以下に説明される如く上記通年ホィールを選択的に駆動する
ことが企図されたスタッド８ａを担持する、という点以外は先の機構と同一である。
【００３０】
通年ホィール１８は、２４個の歯部すなわち月毎に２個の歯部を有する。これらの歯部の
幾つかは該通年ホィール１８の軸心と同心的な円弧１８ａの外側にて薄寸とされるが、そ
の他の歯部はそうでない。故に通年ホィール１８の薄寸歯部の厚みは、これらの歯部自体
が上記日付フィンガのスタッド８ａの下方を通過し得るべく減少される。また数字”０”
に対応する１０位数用ピニオン４の２個の歯部４ａの厚みは通年ホィール１８の各歯部の
全厚に亙り延在することから、通年ホィール１８のこれらの歯部は上記歯部４ａおよび１
０位数用ピニオン４に噛合する位置に在る。これと対照的に該１０位数用ピニオンの他の
歯部の厚みは、通年ホィール１８の各歯部と接触しない様に減少される。
【００３１】
薄寸化されない通年ホィール１８の歯部の個数は５個であり、１年の内で日数が３１より
少ない５つの月に対応している。この通年日付に関する各図において通年ホィールの１個
置きの歯部は、該歯部および次の歯部が対応する月に従い、１月に対する０１から１２月
に対する１２まで付番されている。故に、この付番により理解され得る如く、通年ホィー
ル１８の内で薄寸化されない歯部は、２月、４月、６月、９月および１１月に対応する。
【００３２】
この通年日付が如何に機能するかを理解すべく以下においては先ず図７乃至図１０を参照
し、１０月２９日（２９．１０）と１１月０１日（０１．１１）との間で即ち３１日月の
末から次の月の初日へと進むときにこの日付機構が如何に機能するかを記述し、次に図１
１および図１２を参照し、１１月３０日（３０．１１）と１２月０１日（０１．１２）と
の間で即ち３０日月の末から次の月の初日へと進むときにこの日付機構が如何に機能する
かを記述する。
【００３３】
１０月２９日と１０月３０日（図７および図８）との間で上記日付機構の各ランナの位置
を見ると、日付フィンガ８は１位数用ホィール３を１進程だけ駆動しており且つ該１位数
用ホィールはピン９を用いて１０位数用ピニオン４を駆動していることが分かる。もし通
年ホィール１８に噛合する１０位数用ピニオン４の歯部が、通年ホィール１８の全ての歯
部に噛合する形状とされた歯部”０”であれば、上記通年ホィールは１進程だけ駆動され
る。
【００３４】
１０月３０日から１０月３１日（図８および図９）へと進むべく、日付フィンガ８は１位
数３を１進程だけ駆動する。通年ホィール１８は月”１０”に対応する歯部は移動しない
、と言うのも、該歯部は日付フィンガ８のスタッド８ａの下方を通過する薄寸歯部だから
である。上記日付フィンガと噛合すべき１位数用ホィール３上の次の歯部は実際問題とし
て、月末ピニオン１２の歯部であることも理解され得る。次に、１０月３１日に対応する
と共に図９に示された位置においては、日付フィンガ８が月末ピニオン１２の上記歯部を
駆動するとき、通常的にカム１５に当接するローラ１４が該カムの凹所１５ａに臨むなら
ば、該月末ピニオンはもはやカム１５により転回が防止されないことが理解され得る。
【００３５】
故に月末ピニオン１２は１位数用ホィール３を駆動せずに但し１０位数用ピニオン４を１
進程だけ駆動して該月末ピニオン自身上で回転し得るが、通年ホィール１８の歯部に係合
された該ピニオン４の歯部”０”は該ホィール１８を１進程だけ再び駆動する。故に、”
３１”を表示していた日付は１位数字を不動とし乍ら１０位数字のみを変化させることか
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ら、次の日付は”０１”である。
【００３６】
次に、スタッド８ａの経路中に在る通年ホィールの歯部は１１月の末に対応する歯部”１
１”であるものとして、”３０”から”０１”へと直接的に進ませる方法を理解すべく図
１１および図１２を参照する。その場合、スタッド８ａが噛合し得るのは上記通年ホィー
ルの上記５個の歯部の内の１個である。
【００３７】
日付フィンガ８が図１１に示された位置から図１２に示された位置へと進むとき、該フィ
ンガが１位数用ホィール３を１進程だけ駆動すると同時にスタッド８ａも通年ホィール１
８を１進程だけ駆動する。上記通年ホィールの歯部と係合するピニオン４の歯部が、該通
年ホィール１８の全ての歯部と噛合すべき形状の歯部”０”に対応するなら、この故に該
１０位数用ピニオンは通年ホィール１８により１進程だけ駆動される。故に、”０”であ
った１位数字は”１”へと進み、”３”であった１０位数字は”０”へと進む。
【００３８】
故に上述の日付機構によれば、次の年の０２月２８日もしくは２９日から０３月０１日へ
と一切の補正なしで自動的に変化が許容される。
【図面の簡単な説明】
【図１】１位数ディスクおよび１０位数ディスクが部分的に切断された本機構の上面図で
ある。
【図２】”２９”を表示しているときの上記機構を示す図１の底面図である。
【図３】”３０”への進行の終了時における上記機構を示す図２と同様の図である。
【図４】”３１”への進行の終了時における図２と同様の図である。
【図５】”０１”への進行の終了時における図２と同様の図である。
【図６】図１のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【図７】図１乃至図６の日付機構の代替的形態であって３１日の月の末に”２９”から”
０１”に及ぶ日付の連続的進行の間における該代替的形態の各ランナの位置を示す通年日
付機構を示す図である。
【図８】図１乃至図６の日付機構の代替的形態であって３１日の月の末に”２９”から”
０１”に及ぶ日付の連続的進行の間における該代替的形態の各ランナの位置を示す通年日
付機構を示す図である。
【図９】図１乃至図６の日付機構の代替的形態であって３１日の月の末に”２９”から”
０１”に及ぶ日付の連続的進行の間における該代替的形態の各ランナの位置を示す通年日
付機構を示す図である。
【図１０】図１乃至図６の日付機構の代替的形態であって３１日の月の末に”２９”から
”０１”に及ぶ日付の連続的進行の間における該代替的形態の各ランナの位置を示す通年
日付機構を示す図である。
【図１１】日付が”３０”から”０１”に進むときの該代替的形態の各ランナの位置を示
す図である。
【図１２】日付が”３０”から”０１”に進むときの該代替的形態の各ランナの位置を示
す図である。
【符号の説明】
１…１位数ディスク
２…１０位数ディスク
３…１位数用ホィール
４…１０位数用ピニオン
５…単一窓
７…カレンダ・ホィール
８ａ…スタッド
８…日付フィンガ
９…ピン
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９…ペグ
１０ａ…突出軸
１０…中間ホィール
１１…中空歯部
１２…月末ピニオン
１４ａ…ローラ
１４…二重枢動ローラ
１５ａ…切欠
１５…カム
１６…ジャンパ
１７…ジャンパ
１８ａ…円弧
１８…ホィール

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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